






































































































第 6章 時制転換では、Tomlin（1985）、Hopper and Thompson（1982）等
の先行研究から「日本語の物語作文においても英語の物語作文においても、前景
情報である出来事に過去形が使用されるのが無標である」という仮説を立て、物
語の談話構造、前景・背景の面から日・英両言語の物語作文における時制の選択
形式を考察した。 
 その結果、日本語の物語作文では、設定・方向付けなどの背景的事象で非過
去形が使用され、出来事などの前景的事象で過去形が使用されるのが無標であ
ることが明らかとなった。 
一方、英語の物語作文では、日本語のように時制転換が頻繁に行われないのが
無標で、本調査では、出来事などの前景的事象でも非過去形で語られていた。こ
の点は過去の出来事を物語るという点で本研究の物語談話と共通する、小説と
も違う点であり、今後さらに検討していく必要がある。 
 最後に本研究結果の日本語教育への応用として、教材開発や日本語教授法へ
の応用の可能性を探った。本研究の調査結果より、日本語母語話者と学習者の物
語談話における注視点の移動と視座の固定の差が明らかになり、その背後には、
日本語母語話者は「主観的事態把握」を、中国語母語話者と英語母語話者は「客
観的事態把握」を好むという動機づけがあることがわかった。学習者の談話をよ
り日本語らしい自然なものに近づけるためには、学習者に「主観的事態把握」を
意識させる必要がある。この事態把握の違いを教育に応用した絵カードやビデ
オによって学習者に意識させるのも一つの方法である。本研究の調査結果によ
り、Slobin（1996）の言う「発話のための思考（thinking for speaking）」に言
語間で相違が見られることが示された。本研究の結果を応用し、物語談話におけ
る談話構造を意識したタスクや談話展開に寄与する文法の導入、練習問題等の
作成が考えられることから、本研究の結果は、言語研究と言語教育の活性化にも
寄与できるであろう。 
 
